
〉
つ
芯
介
フ
寸
毘
コ
寸
り
ま
i
た
e

〉

〈
マ
ナ
伐
の
こ

3
、
ヒ
川
リ
4
1
A
仰
l

来
的
夫
畑
l
夕、
／ポ
ポ
ー
周
平
・
オ
？
？
い
／
ヤ
ウ
コ
／
｜
湧
マ
千
・
・
一
〉
u

、
み
人
志
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ん
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ム
臼
然
ω係
先
の
に
パ
リ
の
釆

〆
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テ
ー
ア
ル
γ
〕ぺ‘
J

十
介
た
く
代
、
ん
主
人
で
リ

3

N
の
、
京
ム
ヲ
の
申
l
T災
Z
っ
く
7

た
の
？
す
。

A
ケヮヰ
の
ハ
同
に
？
す

Q

ι日
夕
ん
品
川
怖
ハ
ず
］
ソ
フ
の
は
ム
勺
介
7
3
4・す一削に‘

糸
え
色
付
ん
仮
設
団
体
v’］ノ十査す尺、当
l
l
マ
企
業
庁

の
三
芳
会
談
の
佐
川
浪
寸
’
胃
然
殊
混
左
目
的
〉
「

↑
ハ
ヘ
十
一
史
戸
川
用

Lzrぃフ
ホ
た
苅
？
す
。

J

ル
マ
は
、
れ
3
M為
U
ノ
ま
す
。
A
つ
は
．
ま
、
た
ス

リ
草
月
介
浬
め
JZ
寸
一
児
の
官
ー
に
、
た
く
マ
ん
品
川
つ

マ
り
ま
す
介
、
ゅ
ー
＃
ハ
マ
、
ム
伸
一
「
l

建
勿
介
、
豆
フ
マ
ー

ま
う
の
で

xー
の
崎
は
草
ム
ラ
介
ぷ
く
ぷ
フ
マ
l

ま
り
ま
す
。

今
寸
芝
、
力
モ
・
ク
イ
ナ
・
セ
ッ
カ
・
ヒ
パ
リ

，
コ
ア
タ
サ
－Y
－
三
／
ロ
ベ
寸
ド
リ
’
コ
A
l
a
ド
ソ
・
パ

、Y
才
オ
ヨ
シ
尺
リ
・
オ
オ
代
、
〆
・
カ
イ
ザ
プ
リ

ぷ
℃
庁
向
？
差
人
で
、
ヒ
ナ
に
伯
仲
l
マ
リ
ま
す
。

ー
ォ
l
、
リ
3
ん
え
生
名
べ
、
主
の
斤
士
一
点
す
了
た

め
の
、
カ
・
草
合
流
・
ル
穴
・
ヨ
－
Y
野
・
水
平
ヤ
ガ

マ
の
は
え
マ
司）対は
、
何
一
つ
較
す
斗
一
upA介
λ
り＋ユ

せ
ん
．マ

斤
寸
‘

ω
々
津
千
潟
の
台
然
殺
怖
ハ
は
．

4
z注

フ
マ
、
丈
事
ふ
さ
の
γ
」
ぷ
フ
寸
り
き
ま
す
。
引
い
帆

γ
」
ソ
っ
せ
ま
り
斤
？
す
介
、
ご
と
で
、
あ
マ
d
b

店
、友

σぷ
沖
守
｛
は
赤
川
ぷ
’

λ
y
A
7＼

O
T
－
－
、
フ
。

タ
哀
の
．
ヒ
パ
リ
m
y
ヒ
ナ
左
4
ナ
に
（
寸
り
づ
，
S
の

は
、
庄
〈
の
団
内
λ

にハ作
一七
子
侠
で
す
＠
こ

ωょ
う

井l01毛
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潟
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－
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ヒ／てリの米の中は、こん本ふうに本フマ I＞ま

？。白＼） のは子供の誌です。 4巴けます。

に
、
自
然
漁
穴
は
、
リ

3
人
広
植
物
介
あ
フ
て
市
ん

や、ヨ
4
4

／
好
斤
一
巧
h
ノ、
M
l
こ
に
見
曳
ヤ
息
、
渡
’
y色「一介

匂
ん
！
マ
巣
を
つ
く
リ
、
子
供
た
で

J

介
、
ト
A
ハ
F
Z
L

Avew
鰍
れ
A
7
フ
、
自
供
ん
毅
会
同
工
広
州
校
教
育
斤
目
的
T

す
。
テ
！
？
ル
モ
ペ
、
／
A
ー
の
茸
A
Pブ
に
タ
え
さ
、
と
パ

り
・
セ
uv

力・

3
H
Y
尺
リ
介
巣
士
つ
く
リ
ま
l
た。
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，f

ー人
会
〆

〆

米
国
で
発
行
さ
れ
て
い
青
木
君
主
一
新
川

－

－

f
A靖
絡
がプ
’
内
川
綬
二

γレ
川

際

的

な

ス

ポ

ー

ツ

大

会
一
つ
を
と
っ
て
も
、
自

ぽ
れ
防
宍

底
上
げ
主
総
の
果
と
は
一言

で

問
「
O
C
S」
の
襲
コ
イ
ナ
ー
に
課
せ
っ

、

川

医

院

l
f
M
v
〆

乍

川

己

記
録
を
震
で
き
る
臼
木
会
京
少
な
い

述

っ
て
い
る
。

乎
さ
ん
と
い
う
主
婦
の
保
険
制
が
早
川
優
秀
入

選

川

・

＼

e

E

．

川

原
因
の
一
つ
は
、
事
な
か
れ
主
畿
、
平
均
主
訟

も
ー
と
も
臼
木
管
理
社
会
、
日
水
級
式
会
社

じ
た
こ
と
が
あ
る
。

γ

け

‘

‘
；

J
．，＝・＝三－－－－－－－－－－－＝－－－－－－”・・・
2
・・＝
z
z
z－－－
－z－－
z
＝
2
＝＝－－－－－－－－－－－－－－－－司－－－－－
a

．．．．． 
、
の
風
潮
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
る
に
め
に
、
は
闘
で
を
て

し
つ
り
の
行
き
向
い
た
、
勾
等

彼
女
は
な
け
な
じ
の
金
を
は
た
い
て
申
古
車
げ
、
と
か
の
立
化
が
多
い
。
日
本
人
の
胤
錨
で

一
よ
く
似
た
活
が
先
ご
ろ
以
京
で
も
起
こ
っ
た
伺
人
の
力
だ
け
が
問
わ
れ
る
正
念
場
で
は
、
自
化
さ
れ
た
刀
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
口

を
興
三
臼
か
り
の
新
米
迎
撃
、
雨
で
ぬ
れ

。は
冠
険
に
つ
き
入
山
（
遊
泳
）

撃
と
ρ
7
h
a
－

－（
十
一
月
三
十
日
、
新
俗
住
友
ピ
ル
）
。
男

は

信
も
間
れ
気
力
も
な
え
て
レ
ま
う
の
で
は
な
い

源
国
な
が
ら
国
際
経
済
問
争
に
も
川
拐
し
て
き

だ
洛
ち
繋
に

ハ

ン

ド

ル

を

る

は

ず

で

あ

る

J

二
度
と

m－b
は
起
・」
さ
な
い
と
い
う
約
束
で
欽
か
、
古
田
川
わ
れ
る
が
ど
う
だ
ろ
う
。

た

。

と
ら
れ
て
情
柱
に
激
突
す

’
懇
閤
闘
麗
謹

・

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
昨
年
、
山
男
が
高
さ
四
・
免
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
少
な
く
と
も
当
局
の
給
米
国
人
の
生
命
力
の
山
間
際
は
、
開
箔
昨
刊
以
米
国
に
進
出
す
る
白
木
の
メ
ー
カ
ー
の
恐
れ

る
。
金
身
打
冊
目
、
問
中
は
お
・
関
明
院
誠
臨
・

・
0
五
M
も
あ
る
位
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
翠
随
行陣

論
は
「
開
山
市
山
・
暴
挙
」
。
伎
が
附
の
人
気
も
の
来
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
」
（
ド
i
・イ
ッ
ト

は

同
h
U
高
校
卒
を
探
附
し
で
も
、

玉
も
弱
れ
ば

シ
プ
カ
に
な
る
U

般
商
に
間
官
僚
屈
躍

一

－

u

、

石
も
あ
り
で
製
品
に
も
一
定
の
水
仰
を
川
内
吋
し

打
開
良
一欝
失
敗
を
恐
れ
ぬ
活
力
住
民
口
抑
制
服

性
も
か
い
が
い
し
く
助
り
割
園
町
制
輯
輔
、
．
．
 

，

e

い
な
い
が
M
問
先
な
兵
隊
ぞ
ろ
い
で
釦
信
に
も
う

る

。

ヲ

宅

卜

は

夕

食

費

器

製

：

v

‘

ち

勝

っ

て

き

た

と

い

う

と

と

に

な

る

。

だ

が

組

事
、

$
3
7
5は
氷

轄

欝

・

日

本

に

も

欲

し

い

社

会

的

柔

軟

さ

人

3
5
5
3、

も
う
少
し
社

マ
ク
ラ
露
け
る
。
だ
が

・
蕗

認

霞

・

0

．

会

的

抑

力

性

を

持

た

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

米
国
入
主
姉
は
異
口
同
音

・
盟
国
暗
躍
国
型
を
は
い
受
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
O

人

騒

が

せ

木

の

将

来

に

は

ま

だ

新

し

い

殴

抱

一も
附
け
る
の

に
「
事
依
は
事
放
よ
。
ト
田
園
調
醐
援

な
、
と
型
組
り
検
挙
さ
れ
h
h
か
群
衆
は
倍

レ

み

で

は
な
い
か
。

ラ
イ
・
ア
ゲ
イ
ン
（
ま
た

3

4

・
な
い
拍
手
を
送
り、

当
時
の
ピ
l
ム
市
長
も

山

米

国
が
多
く
の
問
問
を
は
、争
um
な
が
ら
も
、

が
ん
ば
る
の
よ
）
」
と
は
げ
ま
し
、
白
木
人
の
男
に
ウ
イ
ン
ク
し
な
が
ら
コ

聞

に

つ

き

別

金

金

山
界
か
ら
の
入
額
が
住
み
つ
と
う
と
す
る
の

．
背
段
、
「
ド
ラ
イ
ブ
の
方
は
も
う
『
」
主
人
に
ま
一
ゆ
を
申
し
つ
け
る
。
ピ
ル
は
百
十

階

だ

か

ら

も

「

ト

ラ

イ

」

を
巡
め
る
の
び
の
び
と
し
た
空

か
せ
て
あ
な
た
は
や
め
な
さ
い
ね
」
ど
な
ぐ
さ

｝
レ
め
て
一

J
十
ゆ
（
約
二
ニ
O
円
）
」
と
気
の

気
の
せ
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
白
木
に
も
似

め
る
l
ー
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
っ
可
－

き
い
た
殺
さ
を
見
受
以
来
、
男
は
ロ
y
ク

ク

村

直
己
さ
ん
の
よ
う
な
現
者
が
い
る
が
、
大
方

米

国

明

白

山

や

川

へ

行

く

と

、

と

こ

か

ら

先

ラ

イ

ミ

ン

グ

の

英

雄

と

な

っ

て

テ

レ

ビ

に

も

皮

は

映

聞

の

「

興

さ

ん

」

あ

た

り

に

失

っ

た

心

径

は
「
あ
な
た
自
由
国
の
資
仔
で
」
笠
h
H
、

と

か

沈

々

出

減

レ

て

い

る

。

ま

さ

ぐ

っ

て

い

る

よ

う

に

し

か

み

え

な

い

。

－
末
相
互
銀
行
・
欣
本
支
店

ミ
」
寸
は
、

． 
ィ
寸
業
制
h

聴
力
色
川
の
冷
ハ

’ 
4
1
来
的
干
潟
を
守
7
d

会

． 
ぶ
淳
司
寸
ー
潟
愛
堵
は
一
洲
、
沢
会

介
ゃ
っ
寸
志
リ
ま
斗
う
。

ぶ
途
干
潟
に
リ
ラ
ぽ
〈
A
A
＜、

沿
海
ヤ
ん
は
み

ん志、

〉
」
寸
戸
」
よ
く
見
寸
り
え
ぐ
キ
土
う
。

ミ
ふ
か
九
什

片
ノ
芝
、
時
．
h

ー
や
っ
マ
さ
、
う
り
穴
リ
〉
」
の
ミ
て
寸

ー六。
羽
円
一
す
は
都
つ
一
ャ
ー
又
次
深
寸い

有

国

か

A
X
’偽

千
葉
県
野
鳥
の
Aa〉’

h

タ千
万ト、究
明方の

羽,; 
τ 

相
ゥ
浦
公
民
健

タ－洋一十ム苅愛

護
一
刈
匂
ハ
ふ
け
ヘ

ゆ
μω

｛
ル
々
υ
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」〉 L寸毎日のよ〉に調室 llります

こ
の
メ
、

る
本
店
似

で
ん
を
犯
人
引
（
ま
す

桑
決
で
ん
は
‘
渡
り
台
ぬ
か
ハ
け
？
ぷ
く
、
〉
』
く
に

干
潟
町
央
雷
の
中
K
す
す
い
」
、

引
川
二
、

コ
カ
イ
、

史
殺
の
調
査
ざ
l
寸
リ
ま
す
。
、
工
人
広
重
～
介
、

ん
ふ
ど
の
芝
、

ぜ
ホ
だ
け
俊
庁
、
マ
ο
介
V

」ソっと
X

す」

の
い
つ
／
九
け
よ
う
ミ
位
、
よ
く
や
っ
寸
り
ま
す
。

丈
J

噌
J

夜
叉
工
？
。

－ZF
、IF
，
．

Z
J

ヨ
局
山

一
支
…

市内一コ…

I
L

－－、．

に
な
っ
た
と
い
う
泊
も
な
い
よ
う
だ
。

一
ニ
つ
の
訴
を
波
べ
た
の
は
、
米
国
で
は
火
山
胤

や
多
h
y
の
同
国
険
は
気
に
せ
ず
、
恐
れ
ず
、
個
人
．

の
好
奇
心
や
創
泊
刀
を
追
求
さ
せ
る
巡
m
m
の
気

風
と
か
、
自
己
主
張
の
れ
仰
が
凶
竹
田
さ
れ
る
。

白
木
で
は
社
会
秩
序
の
万
に
比
鼠
が
お
か
れ

る。

そ
の
あ
ま
り
、
「
個
」
と
し
て
の
活
力
は

阿
倍
況
な
い
し
は
対
責
ム
公
民
の
ま
ま
に
波
開
門
さ
れ

が
ち
で
は
な
い
か
、
と
言
い
だ
い
た
め
だ
。
国

－
ユ
ア
セ
ル
フ
）
で
銚
帆
す
る
こ
と
に
よ
っ
ぞ

「生
き
叫
る
」〈サ
｜
パ
イ
プ
）と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
自
由
m
闘
争
の
土
綬
か
ろ
、
学
校
教
宵
に

し
て
も
徹
底
し
た
災
才
教
科
主
総
て
で
き
る

子
は
と
ん
ど
ん
跳
び
約
す
る
。

十一

段
、
十

二
印
刷
の
大
学
生
も
い
る
。
全
米
で
二
百
五
十
万

と
出川市記さ
れ
る
英
才
の
却
を
似
限
に
州げ
ば
す
た

め
述
邦
限
会
は
こ
と
し
か
ち
削
戚
金
を
年
間
五

千
万
”
が
（
約
百
惚
円
）
に

m制
し
た。

潟
ち
こ

索くτζ来ます。℃、んtJ_に嘉乙 ll、℃、 。
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ハ
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戸
ア
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ザ
ゲ
洋
一
1
7
目
代
昔
、
う
ヤ
マ
ム
γ
』
リ
う
の
か
あ
〉
寸
、
一
寸
潟
左
足
件
1
7
1
f仏
外
う
、
野
一、ヮ引
j
h

べの
は
や
寸

？？、

ん
と、

こ
J
A
か
本
当
の

付
ノ
・
マ
イ
カ
ー
六

色
分
の
車
で
す
オ
ヴ
、
詮
に
久
之
使
、
之
、
γ
」

さ
ふ
り
や
け
。
広
告
科
互
い
ブ
ぷ
リ
。

qf’ふ／↑

、
え
リ
ゑ
介
H

ノ
が
途
千
潟
き
宣
伝
？
缶
、
、
ま
。

ー
ぶ
津
干
潟
多
〈
透

m窓久
L

V｝
リ
う
市
平

Jq
．

1
刷
売
人
に
宰
け
「
（さい
h

ノ
つ
声
。
ど
こ

3
Aぺ
で
あ

3
、
と
よ
爪
さ
守
リ
7
リ
マ
ザ
め
ば
い
り
で
〈
で
、

ア
ル
四
ー
の
為
に
牛
、
斤
ナ
ル
く
ふ
3
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仰
／
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．
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介
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、
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西
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－
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／
＼
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付
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介
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＼

ゐ
L
A小
7

た
て
同
心
、
フ
。

μγ
」北ハに

仕
事
の
令
陶
之
リ
局
、
マ
、

記
録
宇
宙
ハ
乞

Y」

7

寸ヤ
A
Q
R

ヘ
人
達
、
代
官
奥
州
パ
で
知
リ
ム
匂
フ
た
。

と
の
人

0
0
用

度
斤
リ
た
，V」
ソ
フ
事
は
、
＋
十
一
十
吋
陀
っ
た
て
田
川
う
1

l

ー
。



1金ιがら tJd:-2ナl℃れ誌モつれ＂ ) ＂－代レ 7--1叫がのて

マ吟E受＇.＿.， "'l 島的見広ギ:g ；~五与Zぇ ／？朱｛宅〈私二議Lt｝去ヅ予（毛
σ／ ／也、 ー 一

ゐたこの干潟t,J安い！手し、 lt,&-¥ 1弘ず

本、多完叶ヤルりなすも仰けれ衣ぷ－l・f刀的Eir,｝すF
洗浄 II l」下：＂； I？；子滋A 肋九t¥.. - 一

存i白人へ
引がしいノ柔不ママiμc 写二妻も い｛.＇＆ぃ ιYJ...l ，ヨ~ 守

こ《け lバて 冷＼匂タあイ主人c...,lI bす｜トご主t再弁史，＇'lfj

A三宮 1ユウ ~~l しいこいHす。
／人マ＂lヲqζAλ1τ 去¥l勺マ七らい 白l!;i丈W l乞して ({7 J f $1{ I -z 

Aこしマ WT手ぃヒ嘆い 3す：：
二i\-h~ 三主 合叫んl干＼て下rぃ。

Aトミr乏＿tl4,

／メ3
J&"11／郁子

4弁会キA丈氏不＼今いなあ I）ヴ、とう4しす L長

争え＼？孔モ ψしよけます

引がしい及1之、（伝

性 t~ 1)'-1 ~{/},, 1.. 1 3:-J. 
／シ バ乞も わか 11｛そ171...71-, 

え：｛，（＿（，＿ら令

糸
川
ト
ズ
に
ふ
っ
寸
り

3
、
マ
ん
五
乱
脈
凶
ト
の
、
7
来
介
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介
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介
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介
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介
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潟
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／
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介
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介
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／
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介
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潟
の
砲
け
仏
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仏
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仇
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。
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介
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友
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℃
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、
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ヨ
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．
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介
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介
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験
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介
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介
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気
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＼
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叩
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し

て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
」

1
ー

た
く
恨
の
巾
に
殺
さ
込
ま
れ
る
よ
う
か
ら
、
み
ん
な
一
じ
と
つ
て
こ
い
」
と
っ
か
り
し
た
利
《
仕
を
行
て
な
け
れ

は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
が、

M
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l
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i
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i－
－
十
I
l
l
1111
1
l
1
1
1
1
14－
－
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l
li－
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の
賊
子
で
は
相
当
の
は
み
出
し
っ
苛

総
倍
、
私
た
ち
の
起
訴
グ
ル

…育

史

淀

川

野

内

と

口

品

貯

川

｜
プ
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川
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引
に
よ
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出
u
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－e

・

1
j
…

日

を
日
め
る
実
験
生
前
グ
ル
ー
プ
）
が

制
介
さ
れ
た
附
、
判
人
か
の

話

、

子

共

乃

＝一文
庁

を

申

ま

す

試

み

n

I
l
l
1
1
ぺ
寸
’

1
σ
王土
F1γ
、4
1
1
1－

T
J
E
R
寸

d

乎
供
を
ぜ
ひ
か
－加
さ
せ
て
い
た
だ
さ

；

：

・

1
1

4

た
い
と
私
の
と
こ
ろ
に
見
唱え
た
。
し

1
1
1
1－
－
J
l
i
l
l
i
t－
－
1
1
1
1
11
I
l
l
i－
－
－
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か
し
、
い
ざ
わ
が
平
を

Z
T均しか
ら
以

に
、
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
な
が
ら
、

六
っ
た
つ
も

り
だ
っ
た
が
「
紙
代

ば
は・りは
い。

そ
し
て
こ
の
川
い
は

し
て
他
人
に
あ
ず
け
よ
う
か
と
い
う
と
く
引
然
に
附
作
の
グ
ル
ー
プ
の
子
山
ど
を

「竹
日
山
山
」
と
ま
ち
が
っ
て
寸
あ
ε

一
つ
の
他
刈
は
、
相
刊
す
ら
も

実
行
の
同
に
な
る
と
、
移
－く
の
人
は
供
た
ち
の
中
に
川
化
し
て
い
った。

丹けっ
た
ら
し
い
。
し
ば
・同
く
し
て
子
の
で
は
は
い
。
川
万
ル
」川
院
に
打
て

お
じ
り
づ
く
。

何

日

、

学
校
か
ら
い川っ
て
全
日
そ
供
た
ち
は
、

口
さ
十
円
山
は
ど
の
竹
を
上
げ
ゐ
こ
し
「↑と
そ
れ
s

行
で
お
む
と
川

小
学
校
一年
の
川
作
少
引
を
ち
り
ろ
う
の
が
川
附
半
過
J

－な
の
て
そ

氾
－
川
の
竹
村
か
じ
同
り
と
っ
て
、
ぞ

う。

一
刊
に
い
っ
て
払
は
こ
の
子

六
人
の
日
間
グ
ル
ー
プ
の
山
中に
、
祈
れ
訟
で
円
山
に
し
て
お
い
て
、
そ
の
ろ
ぞ
ろ
ひ
さ
ず
っ
て
さ
に

。

－

川

刊に
ド
り
に
山
町
代
と
け川町
ど
な
山
川て
必

し
く
K
と
い
う
一
年
生
の
川
一
午
川
町
入
総
、
売
戸
の
判
例
や
オ
ペ
一フ
、
〈
い
唱
平
川
川は上枯れれ
、
生
命
刈
に
九
ふ
げ
て
ゆ
さ
に
い
と
似
っ
て
い
る。

っ
て
き
た
o

m
か
に
手
が
灼
け
る
子

の
刊
円
必
ず
る
o
vh州
で
欣
う
こ
と
れ
、掛川
し
い
町
山
バ
パ
を
い
っ
て
い

n分
で
河
川
え
、
目
的
的
に
伐
さ
で

ゆ
く
と
い
う
以
汚
の
仰
ぎ
は
、
子
供

の
う
ち
に
々
え
た
り
、
感
じ
た
り
し

て
い
な
い
と
、
行
た
忽
い
の
で
あ

る
υ

行
少
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の
加
山川刀
吉
と
加
は
mM

Jcur
v小々

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い

く
川
川
は
、
そ
の

mH川を
聞
か
せ
る

チ
v
ン
ス
を
、
大
人
た
ち
が
川
か
に

つ
け
て
の
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
の

以
み
は
、
む
よ
十
行
年
四
日
川
み
汎
U
帽

に
さ
ま
いは小山什抽
出川
肋
の
活

μと
し
て

仙川
ょ
っ
に
の
で
あ
る
。
川
村
米
の
子
供

の
い
リザ
4GMり
え
に
と
き
に、

学
校
以

ηω
ゆ
が
み
が
川
あ
ま
で
は
、
代
々

の
よ
う
な
も
の
が

Mm三
の
れ
向
の

川
Y
4」作
っ
て
ゆ
か
な
り
れ
ば
な
ら

な
い
の
ど
ろ
う。

い
ま
m
m
U
印刷
則
グ
ル
ー
プ
に
い
る

平
山
川
に
ち
は
、
次
引
に
た
く
ま
し
く

符
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ζ
の
よ
う

は
川
刑
ルミ
」什
」め
に
し
て
も
、
そ
の

川
に
、
刊
の
わ
が
子
を
行
て
る
上
で

の
判
断
引
が
必
W
一な
の
で
あ
る
。
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3全斗 j為／、λ
／口、日奇れ のメ手J人；

十
一
月
一
日
（
日
〉
。

ご
の
忽
占
回
れ
は
、

津
干
潟
白
然
続
九
の
よ
、
フ
す

？す。

ぞ
の
日
の
谷

ゾ
」
ミ
ホ
ハ
、
町
内
A

似
の
〈
え

対
集
ウ
寸
L
、
親
子
の
屋
割
合

弁
守
フ
マ
け
ま
i
た
ー
す
ぐ

メ
ー
は
左
、

制
似
津
柿
Y
R
宥
羽
伎
の
団

情人
の
ん
斤
散
歩
代
未
た

y、

自
転
車
γ
通
フ
寸
U

く。

命
科
足
介
胡
忠
良
伎
を
の
の
マ
リ
寸
リ
マ
σ

ミこ

寸
ヲ
よ
フ
，
V
」自
ん
ヤ
マ
寸
け
穴
h
Hド

け
ま
す
介
？
」

γ」
咋
、

ー
で
ん
ゑ
息

叫

鍛

近

、
タ
イ
・
イ
ン
ド
・
純
国
な
ど
か
ら
仮
蘭
舞
自
分
か
ら
切
り
航
さ
れ
て
見
え
、
時
吸
が
組
く
な
D

叩

山
間
劇
が
や
っ
て
き
た
。
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
こ
と
ば
が
出
な
く
は
る
の
は
常
の
こ
と
で
あ
る
。

”

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
な
ど
の
仮
面
の
務
麗
さ

！「
面
を
つ
け
る
」
と
は
、
自
己
の
存
在
印
闘
が
、
世
界

川

力
強
さ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
も
強
か
な
が
、
他
者
が
、
夜
鶴
（
へ
ん
ぼ
う
）

し
始
め
る
こ
と

川

川
仮
面
＠
伝
統
が
あ
る
。

，

な
の
だ
。

w

「
面
」
は
そ
れ
自
休
粉
俗
で
あ
り
鬼
神
で
あ
っ
銀
副
は
可、市
民
社
会
の
心
開
泌
写
を
事
り
と
す
る
叩
，

s

て
、
人
が
着
け
る
と
き
一

1
1
1
1」

近
代
の
精
鍬
（
ぜ
い
ち
）
な
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
っ
川

山

き
て
励
き
出

す

の

で

あ

っ

…

二

』

…

て

、

舞
台
か
ら
迫
般
さ
れ
た
が
法
の
一
つ
で
あ
る
。
川

⑬
 

た
。
だ
が
現
代
で
は
仮
面

ー…

〉

一

だ
が
古
代
人
の
か
ら
だ
は
ぷ
闘
を
つ
け
た
と
き
、
川

h

：・

川
は
人
選

（

か

む

）

っ

て

…

、

…

情

急

会

号

店

返

援

護

，

川

‘z
，
．

，ト6

3
R
一J

－t
p
屯ν

・
‘
，
i

、唖，・
E
a

－－－－－－
E

－‘．
ちと
3

・

川

身
振
り
し
童

話

f
u－

－
一
戸

、

例
…

期

訪

酷

a綴
蘭
嫌
綴

叩

川

効
果
宇
佐
狙
う
も
の
と
し
か

山

引

μ
…

終
窓
震
録
制
札

rSUE
E
新
劇
務
総
削
船

川

面
一
内

問

考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
泉
一
理
一
「

ま
だ
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
私
た
ち
に
喪
あ
か）

！

日

白

川

内

自

M
l

川
た
し
て
そ
う
か

。

一

au
・…

・

し
す
る
。
か
ら
だ
は
炎
と
な
っ
て
燃
え
狂
い、
あ
る
川

川
露
を
は
じ
め
て
短
っ

γ
i
i

い
は
告
の
粉

警
官
、

産
量
に
し
て
快
活
附

川

て
み
る
と
き
、
多
く
の
人
に
誇

訳

起

き

る

。

仮

菌

室

化

と

し

て

跳

ね

転

ぶ

。

川

恥
の
う
レ
ろ
に
か
く
れ
た
照
巳
に
な
っ
て
ホ
ツ
と
安
心
近
代
が
終
わ
あ
と
き
仮
国
の
劇
は
よ
み
が
え
る
で
山

川
し
た
と
た
ん
、
世
界
が
く
っ
き
り
と
大
き
く
見
え
て
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
し
か
支
え
ら
れ
ぬ
巨
大
な

川

…

く
る
人
が
あ
る
。
顔
が
上
が
り
、
笑
い
出
し
問
。
出
情
念
と
幻
矧
と
空
間
と
が
入
期
に
は
あ
る
。
そ
れ
に

川

伽
す
こ
と
ま
で
あ
あ
。
逆
に
世
界
が
溜
く
坐
己
く
な
り
よ
っ
て
し
か
出
現
せ
ぬ
「
か
ら
在
が
あ
る
の
だ
。
，

川

凍
結
し
て
怖
さ
に
ふ
る
さ
＠
人
も
あ
る
。
手
や
足
が
（
宮
械
教
育
大
敏
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賓
館
街
滋
〉

叩
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A
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、
う

瓜

ヴ

け

寸
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開
日
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休
日
ご

と
に
命
令
介
、
浴
芳
一
十
潟
代
俳
フ

7

ア
ロ
ミ
ナ
｜
系
暴
芝
、
日
ス
子

け
よ
う
に
置
け
寸
ー
が
〈
の
乏
こ
う
け

、
フ
ミ
〉
」
の
為
ぶ
の
で
す
。

R
に
一
夜
だ
け
の
観
照
会
か
ハ
け
T

六
川
〈
め
m日
品
同
斤

5
、
け
フ
を
と
う

う
貨
げ
旦
み
た
り
な
を
⑦
は
必
要
〉
）

Y
フ
ギ
イ
t

ス
マ
の
、＼
〉
」
広
の
寸
寸

Q

殺
与
市
よ
リ
芹
’
」
、
ぐ
り
附
見
の
人

庄
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が
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片
平
お
に
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対
l
寸
、
将
A
V
市

山
弁
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持
ヲ
「
i
f
が
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Y
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足
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託
1
1

介
け
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t
く

3
ベ
ぃ
斤
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〈
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ヱ
パ
＼＼J
V

」、川計四
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ギ
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ま
ム
伝
説
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療
保
全
危
ぐ
、
殺

札
制
的
＋

A
A望
柏
、定
見
を
は
っ
耳
、
リ
ムE

う
ご
ゼ
へ〉」志水つ

3
ざ
寸
け
ま
す
司

ガ付

絵寸、、
lま
あ
1 

テ
ー
マ
ゼ
l
k

寸
ー
は
て
寸
ゼ
仰
ホ
J
m

戎
け

l
、
主
示
、4
エ
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l
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円
八
ざ
り
に

伝
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マ
ザ
て
思
う
。
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九
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毎
日
宮川
町



H

ハ
滴
九
パ
引
り
た
あ
だ
の
干
潟
に
一
次
の相
川
グ
伶

つ
寸
川
「l

、
土

A
3ゾ

a

＼
ロ
え
の
、
友
介
、一掃
リ
純
一
介
戸
、
汁
フ
た
。
〉

ぢ、
本
一
苧
の
や
溜
ま

J

村
ゲ
津
主
勾
の
T

四
称
、
住
ぞ
州
八
の
万
円
い
、
、
ハ
り
こ
ん

か
ん
料
パ
げ
れ
あ

3
0
ま
わ
り
に
は
界
奴
介
、
仰
い
ヴ
（
り
J

X
患
っ
マ
け
て
d
o

勿
論
p
k
奴

η
オ
ε伺
m
h
w
A
Aパ
l

一児

7
あて
d

。

一

械

μeヌ
イ
後
l
M
サ
ラ
ど
は
、

J
d
p
Tメ
介
約
金

仏
寸
け
た
所
斤
β
ガ
の
し
J
し
リ
『
フ
d
n
労
り
ふ
ハ
あ
っ
た
一

--~ 与一ι、
〆，， ，.. I『
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谷梓干潟淀謹・研究会

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

伽

T
川
市
E
北
方
二

l
三
五
l
六

日
行

－T
m
電
話
言
己
一
Z
l
l
＝一八

｜
六

六

六

へ

巷
又

支
壱
八
上
森
田
一
二
時
一
会

1~81.11.3 
。
ぺ
力
白
吋，

ヶ
点
網
・
ノ
リ
の
竿
や
細
川
・
私
恨
の
ロ
l

ア

．イ
4
パ
ソ－

L
止
り
カ
ゴ
・
日
外
士
三
マ
G
M
企
具
志
℃
九
パ

皿
屋
汁
Am

コν
勺
た
。

や
や
ペ
マ
、
ゾ
7
、
小
付
ノ
の
妥
北
ハ
一
つ
、
ヌ
一
フ
ヱ
消
九

マ
リ
フ
た
。

V
7
の
向
、

J
E且
リ
寸

J
め
っ
た
し
を
句
す

、

1
7の
ま
ま
し
に

L
2が
介

A
3ょ
う
芯
侭
ト
た

る
り
、
数
介
介
尽
く
る
フ

マ
ハ
ノム
の
ピ
廿
ハ
ベ
ー
ほ

フ
穴
に
ノ汁
l
L
q
広
リ
ざ
ま
に
ふ
ヲ
マ

け
っ
た
。

併
乏
引
き
上
州
リ
マ
為
の
斜
面
q
F
b
h
い
は
、
は
い
め

の
坊
へ
は
－
伶
人
亡
生
え
寸
ハ
リ
衣
計
っ

た
か
、
－
q
・雑
草

斤
目
下
づ
く
よ
、
づ
に
ぶ
っ
て
苓
た
q

内ハヘ
ノ
寸
、
べ
カ

税
芝
フ
＋
心
り
千

L
U
宍
水
の
由
ー
の
竿
介
、
私
情
鬼
ま
リ

？め
4
3
「
＼
ず
に
、
4
h

ん
た
ポ

v
vり
て
、
水
一
固
い
い
1Zι

、フ
づ

l
「
J
一
斗
フ
寸
リ

3
。

ふ
た
昔
前
、
ミ
の
見
一
帯
は
ル
貨
の
、
メ
ソ
干
潟

で
巧
フ
十
六
。
周
介
引
リ
寸
三
二
の
ふ
地
q
y
ま
リ
に
水
介

待

つ
寸
ハ
リ
寸
、
た
く
マ
ん
の
仏
前
列
ハ
竿
に
っ
ぷ
り
？
あ

っ
夫
り
、
イ
カ
リ
T
X
め
ゴ
め
っ
た
。
＼
＼
こ
介
ytη

へ仏ムマザ戸、ふ川口、

川
の
よ
、
Z
ハ守
、
＼
オ
介
、
ス
リ

T
潟
の

中ム
と
厄
フ

マ
け
た
。
本
の
刻
リ
一
頃
に
は
、
ま
た
州
介

け
射
訓
ハ
え
フ
寸
リ
だ
。
f

博
選
ま
リ
プ

mz一段
J
、ぞ＼

十
パ
左
庖
フ

寸
非
へ
吃
盆
寸
ゆ
く
の
で
巧
フ宍。

y
l

寸
ヌ
、
白
州
門
の
射
品
ハ
ム
ミ

r
z一
段
つ
つ
、
ミ
こ
に
人
っ

コ
で
た
。
お
滑
り
か
パ
ゴ
陸
の
ヌ
k
ゆ
／

l
符

／
久
〉
U

、
ぇ

リヨ－
－易
交
フ
寸り
7
、
ヨ
『
〉

7
2芥
介
ま

い
す
l
く
で
え
や

Jy、
／
〈
の
あ
ま
り
昆
ザ
る
け
麻
l

リ
片
だ
っ
た
。
丘
の
刈
ゆ
y

淋
の
宇
介
ゲ
、
夜
、
キ
、
、
ソ

え
斤
干
潟
に
生
、
寸
釆
ゴ
向
ん
を
晴
氏
づ
っ
り
た。

7
5布

、

一足
ヨ
司
ア
努
に
す
人
寸
り
た
告
に
フ
定
。



臣

、

フ

十

4
4壮
前

の

こ

，
X

、
、
＋

人

正

時

代

の

古

本

む
小
介
l
h

心肝
ーへ、

－7
U
7
・
uw
－
エ
マ
ス
シ

の一三来

五

話

会

ホ

の

申

l
代

次

の

よ

、

Z
ぷ
話
介
あ
っ
六

b

っ

こ

の

せ

に

は

当
八

i
k
督、
、

を

の

、

夜
干
さ
を
の
介
t
h
く

、
－、

「
l

裁
3
／〈
、
＃
八
笠
v奈
川
曜
へ
の
呆
「
ぺ

マ
人
弱
3
け
A
て
と
、

自
殺
せ
ん

ど

l
A
m
X
寸
を
／
〈
は
や
は
リ
、

色

0

．， 

ゼ
の
V
」、放パム
A
T
．

れ

の

ム

つ

去

す

掛

パ

代

、

一

i
，大ノ、

xi、
の

原

国

ゾ

し

，

キ

台

7ktま
ず

〉
」

あ

き

一
夜
縫

い

寸

田

山

リ

左

ゑ
げ
ん
〉
」
怠
さ
決
l
、

時
キ
々
と
夜
半
に
か
だ
き
「k

枚

色

、

う

の

内

に

未

必

、

Y
1
1、
殺

介

t
心
一
出

ιと
掛
川

L
、

y
l、

リ
を
す

か
く
児
3
の
ぞ
ミ
の
せ
に
「
＼
伐
の
i
k

と
で
安
リ
た

3
誌
に
の

Z
殺
3
ほ介、

↑ゆ
3
ミ
〉
＼
広
｛
＼
し

慈
慈
親
類
額
霊
童

た
ち
が
一
石
を
投
じ
て
欲
し
い
と
出
馬
要
踏
が

相
次
い
だ
と
と
が
あ
っ
た
河
森
繁
さ
ん
に
は
た

．
と
え
車
椅
子
に
な
っ
て
も
初
心
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
タ
レ
ン
ト
と
し
て
生
き
抜
く
決
怠
を
諮
っ

た
だ
け
に
ハ
ζ
こ
で
軍
大
な
決
断
を
レ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、再
び
、
森
繁
さ
ん
に
そ
の
判
断
を
仰

1
一
ぎ
た
い
と
お
目
通
り
を
願
っ
た
。
私
は
ど
う
も

一
四
勝
手
が
す
ぎ
る
。
弟
子
で
も
な
て
、
目
頃
懇
怠

’
一一
副

引

剣

劇

祭

さ

ん

に
ζ
う

知

創

－hの
判
断
を
お
願
い
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
・
し
か
し
、
初
め
て
会
っ
た
そ
の
日
か
ら
で
は
な

一
い
い
が
優
し
い
湿
か
さ
に
包
ま
れ
た
森
繁
さ
ん
を

一
戸
信
仰
の
よ
去
な
形
で
私
の
全
自
司
は
と
ら
え
て
い

一
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
図
々
し
さ

で

白が
、
た
め
ら
う
で
も
な
く
森
繁
さ
ん
の
機
屋
を

一一
訪
ね
さ
せ
た
心

ど土

コ
怜
は
政
治
は
大
嫌
い
で
ね
」
帝
劇
の
芝
居

一

mの幕
開
に
、
む
ζ
う
径
向
い
た
ま
ま
そ
う
答
え

一
足
ら
れ
た
。
と
の
と
き
も
私
は
だ
ま
っ
て
い
た
。

一
時
訪
ね
る
前
は
、
率
直
に
自
分
の
主
張
を
述
べ
、

一
由
車
椅
子
タ
レ
ン
ト
と
し
て
の
限
界
ゃ
、
障
害
者

一
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
訴
え
よ
う
と
思
っ
て
い

一
た
が
、
い
さ
そ
の
時
に
な
る
と
言
葉
に
な
ら
な

一
川
い
0

・私
が
諮
る
前
に
、
何
故
私
が
ζ
の
楽
屋
を

一
訪
ね
た
か
を
森
繁
さ
ん
は
お
見
通
し
で
あ
っ

ー
ー

で

た。

「俺
は
政
治
は
大
嫌
い
で
ね
」
：
・
・・そり

＼
〆

一
あ
と
何
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
、
た
だ
私
は
オ

ートト
1

1

1
1
J
1
11
江
川
バ
汁
パ
リ
リ
1

1

1
1

1

1

「
l
！
「
l
i
l－
－

ー

l
ll
ロ
オ
ロ
し
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

」量
z
z
z
Z
5
5言類三絞ら日！
3
2
3がそ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l－
－
叶
1
1
1
1
I
l
l
i－
－

i
l
l
l
l
i－
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ー

ー

ー

ー

リ

H
H什
什

U
U
H
U
H
H
川
1

1

私
の
気
持
ち
を
か
わ
り
に
訴
え
て
い
た
と
と
を

一

l

，

．

－

e
，

a

．

・
ぃ
．ろ

い
ろ
な
話
を
伺
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

の

符
私
は
定
の
な
い
人
に
出
会
っ
た
」

」

覚
え
て
い
る
。
そ
の
関
、
帰
り
に

一枚
の
色
紙

」

・
’
・

．

d
2

－
2

．

．

 

m
，

・
’
・・

m

る
が
、
た
だ
う
な
ず
い
て
い
た
私
だ
っ
た
。
励

車
椅
子
に
な
っ
て
八
年
、
苦
し
い
こ
と
も
つ

一
を
い
た
だ
い
た
。
「
太
陽
は
蝕
の
ょ
に
も
照
ら

一九
鋭
機
撃
悩
援
護
譲
二

μ

揺
さ
か
む
れ
い
れ
紳
士
山
紅
白
れ
れ
が
語
版

d
hy－－蓄
し

一

リ

山

い

ん

…

ぎ

る

紘

一

訴

訟

w総
統
？
と
一
一
一
一
…
滋
繋

ぎ
た
o
別
れ
際
に
一
枚
の
紙
へ
森
繁
吉
ん
が
ス
た
。
後
天
的
な
障
害
は
、
か
つ
て
の
震
な
ζ

一
ま
司
令
雪
あ
た
ら
ぬ
と
亡
ろ
は
あ
ま
り
に
多

一

μ市
川
町
出
日
三
怒
川
市
川
応
援
…
…
建
設
一
禁
法
持
祝
日
深
川
口
…
法
…
奈
川
山
）
川
A
M列
目
的
波
紋
………
ラ
ス
ラ
と
言
援
を
誤
た
。

－

ろ
を
援
り
返
る
が
た
め
に
そ
の
ギ
：
プ
で
竺

い
け
れ
ど
二
」
れ
は
太
陽
が
あ
て
な
い
の
で
は

一

：

．

，

，

．

e

a

．
，

＼

い

い

ほ

に

ほ

陪

作

い

い

作

に

迷
い
が
大
き
く
な
る
。

い
く
ら
振
り
返
っ
て

一
示
。
総
か
が
、
そ
の
防
を
さ
え
ぎ
っ
て
い

一
二－

弘

議

務

ダ

－
ぷ
炎
、
石
組
演
出
合
同
弔
慰
胸
に
こ
み
上
げ
て
、
涙
が
あ
ふ
れ
仕
ー
が
な
ロ

0
5
0
2
2
2
H
g
2
9

も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
だ
か
ち
い
右
は
や
く

一
る
0

・笛
め
る
人
に
も
貧
し
い
人
伝
も
、
強
い
人

一

弘
麟
麟
脇
鱗
膨

え
お
年
缶
公
年
の
。
か
っ
た
。
芸
能
界
に
入
り
護
閉
ざ
ん
恋
心
の
師

・1

1

1

1

1

1

1

1
I
l－
－

長
嫡
繍
綴
繍
奴
μ制
抑
制

Y臼
初
聞

と
望
目
標
に
し
な
が
ら
努
力
し
て

い

た

私

「

J
1｜
｜

J
l川
1
l
i
l－

－

J
I
l－
－

－

一
縦

綴

綴

日

ば

ソ

4
M
鉱

閉

？

と

監

部

一

は

、

審

事

故

を

き

っ

か

け

と

し

て

そ

の

定

一

＼

＼

／

／

二

割

駅

前

払

時

点

一
組

惨

殺

線

級
都

宮

除

籍

翠

咽

挫

折

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「
す
み
ま

せ

一

＼

／

や

。

東

房

長

戦

」

ピ

一
，

a級
協

鶴

湾

当

山

和

司

祭

配

ん

」
と
森
繁
さ
ん
に
詫
び
た
い
気
持
ち
を
抱
き

一

＼

／

さ

れ

、
座

そ

。

f
o

－

－a
E髭
護

軍

司

一

『

戸

ひ

ま

年

一

。

向

仲

テ

る

一

1
1
M
i
m－

つ
つ
の
出
会
い
で
あ
っ
た
だ
区
「
が
ん
ば
っ

一

一

森

繁

久

弥

さ

ん

一

ド
桂

川

二

三

九

一

岡

山

舶

叫

畑

町

掛

耐

た

き

の

こ

と

臣

、

速
く
何
年
も
離
れ

て

い

一

r

e

＼

は

却

問

ト

紡

吋

慨

脚

山

一

目

H
E・
四
回
目
H
H
H
U
H
H
H
H
H
H

た
父
と
子
の
再
会
の
よ
う
な
感
じ
で
、
ど
う
に

一

／

＼

り

、

、

。

満

サ
「

0

・恕

一
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
貝
八
カ
月
の
闘
も
涙
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

一

／

／

、

＼

＼

ぬ

持

時

M
仰

の

川

町

時
一

一

室
終
え
露
子
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
必
要
語
、
近
よ
り
が
た
い
人
だ
っ
た

一

／

1
1
1
1
1、

正

を

団

同

ナ

N

D
台

一
頃
、
森
繁
久
時
四
さ
ん
に
会
っ
た
。

芸
能
界
λ
り

一

一
九
パ
パ
リ
間
接
u
h

炉
転
車
椅
手
に
、
強
く
温
か
い
励
ま
し

に
め
が
ね
之
ひ
げ
を
マ
勺
U
ク
マ
奮
い
で
の
萩

議
ほ
か
り
で
、
募
一
葉
子
の
つ
も
り
で
が
、
勝
手
に
護
さ
ん
を
重
な
が
ら
商
売
を

引

吋

1
4
引
」
門
司
叫
引

が
ん
ば
っ
で
い
た
。
そ
の
日
車
椅
子
を
と
ぎ
な
し
て
い
た
気
ま
ず
さ
も
あ
っ
て
い
つ
か
は
お
会
合

と
の
吉野、
は
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
詩
人
が
窃

！
が
ら
森
繁
ぎ
ハN
を
仰
ぎ
見
た
と
官
、
限
鈎
の
奥

・
い
し
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
い
た
も
の
だ
と
言
う
。
緩
文
字
に
弱
い
私
だ

か
ら
ニ
ッ
コ
リ
ほ
ぽ
だ
ん
で
「
が
ん
ば
っ
た

守め
ぐ
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
「
あ
ゆ
み
の
箱
」
の
が
、
と
の
言
葉
を
て
い
ね
い
に
反
復
し
な
が

・
泳
」
そ
う
言
っ
て
私
の
車
椅
子
を
押
じ
て
く
れ
迩
助
を
適
し
て
、
多
く
の
障
害
者
が
森
繁
さ
ん
ら
、
障
害
を
持
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
弱
く
な
り

k
。
社
会
復
帰
し
た
て
の
払
は
、
ま
だ
不
安
の
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
ζ
と
を
知
り
、

恩師
刑
が
ち
な
私
に
対
す
お
森
一
致
さ
ん
か
ろ
の
一吉突
の

普
で
入
居
出
る
ζ
と
す
ら
も
緊
は
な
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切
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。
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介
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仏
三

グ
パ
円
を

づ
め
A

－E
ヰ
九
十
内
リ
。
聞
に
判
ト
離
↑
守
主
回
日
局
、
れ

取
フ
「
L

く

A
7ゾ」

ゐ

・．

一
江
く
子
汁
な

門
口

／
＼
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／
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懲
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明
日
を
見
つ
め
る
こ
と
だ
。
そ
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。

る
だ
ろ
う
と
大
き
く
人
生
観
が
変
わ
っ
た
こ
と
い
や
あ
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
に

を
党
え
て
い
る
。

一

太
田
の
殴
か
い
防
ざ
し
が
あ
た
る
応
つ
に
、
隊

．

し
か
し
車
椅
子
タ
レ
ン
ト
と
し
て
の
活
動

一

の
上
に
も
防
が
照
る
よ
う
に
、
そ
の
努
力
を
小
・

も
障
壁
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や
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。
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迫
り
多
く
の
仲
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菱
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す
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す
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、
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。
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右
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仕
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民
会

が
憎
い刷
、
決
氾
ず
る
。
し
か
し
J

「湘

去
の
＼九
州
民
に
つ
い
て
、
入
る
か
ど
う

か
ヴ
え
る
余
地
は
な
い
」
と
も
い
う
ρ

コ

wm
ヮ

ιま
ま
じ
中
と
死
を
約
つ
だ
け

ー
ー
そ
れ
が
、
漁
で
し
か
告
お
な
・

い
州
伐
の
元
漁
民
の
泊
命
で
あ
り
一
、
そ

れ
は
法
た
、
半
年
後
の

m
m漁
協
の
溜
↑

命
で
も
め
る
の
だ
ろ
う
か
0

・

J
L
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